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お問い合わせは弊社クライアント・サービス部へ

フリーダイヤル  0120－048－214（営業日の9:00～17:00）

［ホームページ］

https://www.okasan-am.jp
※アクセスにかかる通信料はお客様のご負担となります。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間 2005年８月12日から、原則として無期限です。

運 用 方 針

日本ＳＲＩマザーファンド（以下、「マザー

ファンド」といいます。）の受益証券を主要投

資対象とし、マザーファンドを通じて、わが国

の金融商品取引所上場株式に投資し、投資信託

財産の成長を図ることを目標に積極的な運用を

行います。

わが国の金融商品取引所上場株式のうち、社会

的責任を果たすことにより、持続的に成長する

可能性が高いと考えられる企業の株式に投資

し、ベンチマークである東証株価指数（ＴＯＰ

ＩＸ）を中長期的に上回る投資成果を目指して

運用を行います。

ＣＳＲ（企業の社会的責任）面の評価を、財務

面での評価に加えて行うことにより、全方位か

ら企業を評価します。

マザーファンドの運用指図に関する権限を「富

国生命投資顧問株式会社」に委託します。

ポートフォリオ構築に際しては、ボトムアップ

アプローチによる企業価値評価により、投資価

値が高いと判断される30〜50銘柄程度を選定し

アクティブ運用を行います。

主 要 投 資

対 象

当 フ ァ ン ド
マザーファンドの受益証券を主

要投資対象とします。

日 本 Ｓ Ｒ Ｉ

マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場株

式を主要投資対象とします。

投 資 制 限

当 フ ァ ン ド

マザーファンドの受益証券への

投資割合には制限を設けませ

ん。外貨建資産への投資は行い

ません。

日 本 Ｓ Ｒ Ｉ

マザーファンド

株式への投資割合には制限を設

けません。外貨建資産への投資

は行いません。

分 配 方 針

毎年８月11日（休業日の場合は翌営業日）に決

算を行い、原則として、以下の方針に基づき、

収益分配を行います。

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控

除後の配当等収益と売買益（評価益を含みま

す。）等の全額とします。繰越分を含めた経費

控除後の配当等収益には、マザーファンドの配

当等収益のうち、投資信託財産に帰属すべき配

当等収益を含むものとします。

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価額

水準等を勘案のうえ決定します。

分配可能額が少額の場合や基準価額水準によっ

ては、収益分配を行わないことがあります。

第13期

運用報告書(全体版)

日本ＳＲＩオープン
愛称　絆（きずな）

【2018年８月13日決算】

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

　皆様の「日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きず

な））」は、2018年８月13日に第13期決算を迎えま

したので、期中の運用状況ならびに決算のご報告を

申し上げます。

　今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申

し上げます。
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
株 式
組入比率

株 式
先物比率

純 資 産
総 額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

（ベンチマーク） 期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
９期(2014年８月11日) 8,009 0 11.8 1,252.51 10.4 95.0 － 1,489

10期(2015年８月11日) 10,187 100 28.4 1,687.60 34.7 95.9 － 1,858

11期(2016年８月12日) 8,248 0 △19.0 1,323.22 △21.6 95.6 － 1,509

12期(2017年８月14日) 9,913 0 20.2 1,599.06 20.8 95.5 － 1,803

13期(2018年８月13日) 10,594 400 10.9 1,683.50 5.3 92.7 － 1,924

（注）基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。

（注）当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、株式組入比率および株式先物比率は実質比率を記載しております。

（注）株式先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株 式

組 入 比 率
株 式
先 物 比 率騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率

(期　首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2017年８月14日 9,913 － 1,599.06 － 95.5 －

８月末 10,016 1.0 1,617.41 1.1 95.7 －

９月末 10,466 5.6 1,674.75 4.7 95.3 －

10月末 11,141 12.4 1,765.96 10.4 95.5 －

11月末 11,389 14.9 1,792.08 12.1 95.8 －

12月末 11,672 17.7 1,817.56 13.7 96.0 －

2018年１月末 11,795 19.0 1,836.71 14.9 96.1 －

２月末 11,483 15.8 1,768.24 10.6 96.2 －

３月末 11,307 14.1 1,716.30 7.3 95.6 －

４月末 11,695 18.0 1,777.23 11.1 95.8 －

５月末 11,634 17.4 1,747.45 9.3 95.9 －

６月末 11,508 16.1 1,730.89 8.2 95.9 －

７月末 11,481 15.8 1,753.29 9.6 96.7 －

(期　末)
2018年８月13日 10,994 10.9 1,683.50 5.3 92.7 －

（注）期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））

2－　　－

期　首： 9,913円
期　末：10,594円（既払分配金（税引前）：400円）
騰落率：    10.9％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的
なパフォーマンスを示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税
条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）です。
（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2017年８月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しており

ます。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドの主要投資対象である「日本ＳＲＩマザーファンド（以下、マザーファンドといいま
す。）」における主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。
（主なプラス要因）
・業種配分では、電気機器、精密機器、その他製品などが基準価額にプラスに寄与しました。
・個別銘柄では、島津製作所、丸井グループ、資生堂などが基準価額にプラスに寄与しました。

（主なマイナス要因）
・業種配分では、食料品、繊維製品、非鉄金属などが基準価額にマイナスに影響しました。
・個別銘柄では、東レ、ＤＯＷＡホールディングス、商船三井などが基準価額にマイナスに影響しまし
た。

　また、当ファンドにおいては信託報酬などのコストが基準価額にマイナスに影響しました。

運用経過
期中の基準価額等の推移 （2017年８月15日～2018年８月13日）
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））
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　国内株式市場は上昇基調で推移しました。期初から2018年１月にかけては、北朝鮮問題や米トランプ
大統領の政権運営を巡る混乱があったものの、グローバル景気の先行きに楽観的な見方が広がる中、企
業の好決算や業績見通しの上方修正などを好感し、ほぼ一貫して上昇基調を辿りました。２月に入ると、
米雇用統計をきっかけに米長期金利が急騰し、世界的な株安となったことに加え、トランプ政権が保護
貿易主義を強めたことなどから、３月にかけて下落しました。その後は、好調な米国経済や円安の進行、
地政学リスクの後退などを背景に下げ止まり、期末にかけてもみ合う展開となりました。

　当ファンドの運用はマザーファンドを通じて行いました。
　マザーファンドの運用につきましては、企業の社会的責任（ＣＳＲ）に関する取り組みに優れ、株価
が割安と判断される銘柄によりポートフォリオを構築しました。ミッションである「夢・遊び・感動」
の実現に向けたＣＳＲを展開し、テクノロジーの進化や新興国の成長によるＩＰ（アニメ、ゲーム、
キャラクター等の知的財産）の価値の高まりを背景に持続的な成長が期待されるバンダイナムコホール
ディングス、治療を必要とする人々に対する高品質な医療機器の安定的供給を通じた中長期的成長が期
待されるテルモ、コーポレート・ガバナンスの強化に努め、市況変動の影響を抑制し安定的に成長する
戦略に舵を切った商船三井などを新規に組み入れました。一方、株価の割安度やポートフォリオ全体の
リスクなどを考慮し、ソフトバンクグループ、トヨタ自動車、カプコンなどを売却しました。

投資環境 （2017年８月15日～2018年８月13日）

当ファンドのポートフォリオ （2017年８月15日～2018年８月13日）

　分配金も考慮した当ファンドの基準価額の騰落
率は、ベンチマークとしている東証株価指数
（TOPIX）の騰落率を5.6％上回りました。この要
因を分析すると、環境や安全に対する意識の高ま
りを背景に業績が予想を上回る進捗を示している
ことに加え、少量の血液によりアルツハイマー病
を判定する検査法を開発したとの報道などが好感
された島津製作所や、国内や中国における高級化
粧品事業が好調であることや、しわを瞬時に隠す
人工皮膚（セカンドスキン）など最先端技術が牽
引し、今後の成長が期待される資生堂などがプラ
スに寄与しました。一方、新興国における環境規
制強化を背景に環境リサイクル事業などを牽引役
とする成長が期待されるＤＯＷＡホールディング
スや、環境対応自動車向け二次電池事業の伸長が
期待される東レなどは、マイナスに影響しました。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）です。
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））
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　当ファンドは、毎年８月11日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越分を含めた経費控除後
の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益とします。分配金額は、分配可
能額、基準価額水準等を勘案のうえ決定します。
　当期の分配につきましては、１万口当たり400円（税引前）とさせていただきました。なお、収益分
配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。

分配金 （2017年８月15日～2018年８月13日）

（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり
ます。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

　当ファンドはマザーファンドの運用指図に関する権限を「富国生命投資顧問株式会社」に委託してお
ります。
　気候変動や水不足など地球環境問題が深刻化し、コンプライアンス違反による企業価値毀損が後を絶
たない中、世界的に環境・社会・ガバナンスなどの非財務情報に着目した投資が拡大しており、日本に
おいてもコーポレート・ガバナンスコードなどの導入・改訂がなされ、投資尺度として企業のＣＳＲに
関する評価がこれまで以上に重視されつつあります。
　当ファンドの運用はマザーファンドを通じて行ってまいります。マザーファンドの運用につきまして
は、直接取材によるＣＳＲ評価と財務評価をベースに運用を行い、中長期的にベンチマークのＴＯＰＩ
Ｘを上回る収益獲得を目指します。具体的には、より良い社会の構築という観点から、ＣＳＲの取組み
に優れ、社会的厚生を高めつつ企業価値向上が期待される銘柄で、株価が割安な銘柄に投資します。保
有銘柄につきましては、不祥事が発生した場合は、調査・再評価の上、売却を検討するほか、建設的な
「目的を持った対話」（エンゲージメント）を通じて、投資先企業の企業価値向上を促すことにより、
中長期的な投資リターンの向上を図ります。

※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。

今後の運用方針

（単位：円、１万口当たり・税引前）

項目
第13期

2017年８月15日～
2018年８月13日

当期分配金 400
（対基準価額比率） 3.638％
当期の収益 168
当期の収益以外 231
翌期繰越分配対象額 3,011
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））

○１万口当たりの費用明細� （2017年８月15日～2018年８月13日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％
(a) 信 託 報 酬 170 1.508 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投 信 会 社） ( 75) (0.668) 委託した資金の運用の対価

（販 売 会 社） ( 85) (0.754) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後

の情報提供等の対価

（受 託 会 社） ( 10) (0.086) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b) 売 買 委 託 手 数 料 16 0.137 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） ( 16) (0.137)

(c) そ の 他 費 用 1 0.011 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） (　1) (0.011) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） (　0) (0.000) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 187 1.656

期中の平均基準価額は、11,298円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応する

ものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

○株式売買比率� （2017年８月15日～2018年８月13日）

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目
当 期

日本ＳＲＩマザーファンド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,350,045千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,969,933千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.19

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。

○売買及び取引の状況� （2017年８月15日～2018年８月13日）

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。

親投資信託受益証券の設定、解約状況

銘 柄
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
日 本 Ｓ Ｒ Ｉ マ ザ ー フ ァ ン ド － － 108,662 175,000

（注）単位未満は切捨て。
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））

○組入資産の明細� （2018年８月13日現在）

親投資信託残高

銘 柄
期 首(前期末) 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
日 本 Ｓ Ｒ Ｉ マ ザ ー フ ァ ン ド 1,287,021 1,178,359 1,825,514

（注）口数・評価額の単位未満は切捨て。

○利害関係人との取引状況等� （2017年８月15日～2018年８月13日）

＜日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））＞

　該当事項はございません。

＜日本ＳＲＩマザーファンド＞

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,109 47 4.2 1,240 97 7.8

平均保有割合100.0％

※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額(A) 2,821千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額(B) 235千円

(B)／(A) 8.3％

（注）売買委託手数料総額は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証

券です。

○投資信託財産の構成� （2018年８月13日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
日 本 Ｓ Ｒ Ｉ マ ザ ー フ ァ ン ド 1,825,514 90.7

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 187,026 9.3

投 資 信 託 財 産 総 額 2,012,540 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2018年８月13日現在）

項 目 当 期 末

円

(A)�資産 2,012,540,652

コール・ローン等 187,026,527

日本ＳＲＩマザーファンド(評価額) 1,825,514,125

(B)�負債 88,344,220

未払収益分配金 72,651,220

未払信託報酬 15,581,277

未払利息 219

その他未払費用 111,504

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,924,196,432

元本 1,816,280,515

次期繰越損益金 107,915,917

(D)�受益権総口数 1,816,280,515口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,594円

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.0594円です。

（注）当ファンドの期首元本額は1,818,989,672円、期中追加設定

元本額は9,874,099円、期中一部解約元本額は12,583,256円

です。

○損益の状況� （2017年８月15日～2018年８月13日）

項 目 当 期

円
(A)�配当等収益 △　　�17,057

受取利息 76

支払利息 △　　 17,133

(B)�有価証券売買損益 226,898,574

売買益 228,800,019

売買損 △　1,901,445

(C)�信託報酬等 △�31,185,652

(D)�当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 195,695,865

(E)�前期繰越損益金 386,006,381

(F)�追加信託差損益金 △401,135,109

(配当等相当額) (　 37,843,396)

(売買損益相当額) (△438,978,505)

(G)�計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 180,567,137

(H)�収益分配金 △�72,651,220

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 107,915,917

追加信託差損益金 △401,135,109

(配当等相当額) (　 37,844,836)

(売買損益相当額) (△438,979,945)
分配準備積立金 509,051,026

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換え

によるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額

分をいいます。

（注）当ファンドが投資対象としている投資信託財産の運用の指図

に係る権限の全部又は一部を委託する場合における当該委託

に要する費用は6,995,837円です。

（注）収益分配金

決算期 第13期

(a) 配当等収益(費用控除後) 30,517,678円

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 84,567,507円

(c) 信託約款に規定する収益調整金 37,844,836円

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 466,617,061円

分配対象収益(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 619,547,082円

分配対象収益(１万口当たり) 3,411円

分配金額 72,651,220円

分配金額(１万口当たり) 400円

＜お知らせ＞
　該当事項はございません。

○分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前） 400円

支払開始日 2018年８月17日（金）までの間に支払いを開始します。

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店
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日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））

用語解説

○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表し
ています。主な項目の説明は次の通りです。

項目 説明

資産 ファンドが保有する財産の合計です。

コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。

各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。

未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。

未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。

未収利息 入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息の合計です。

負債 支払いが予定されている金額の合計です。

未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。

未払解約金 支払いが予定されている解約金です。

未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。

その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。

純資産総額(資産－負債) ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されている金額の合計を差し引いたものです。

元本 ファンド全体の元本残高です。

次期繰越損益金 純資産総額と元本の差額（翌期に繰り越す損益金の合計額）です。

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。

１(万)口当たり基準価額 １(万)口当たりのファンドの時価です。

用語解説

○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は
次の通りです。

項目 説明

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。

受取配当金 保有する株式等の配当金等です。

受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。

売買益 売買益と期末評価益の合計です。

売買損 売買損と期末評価損の合計です。

信託報酬等 信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それらに掛かる消費税等相当額です。

当期損益金 当期における収支合計です。

前期繰越損益金 前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中の解約に対する持分を控除した金額です。

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。

(配当等相当額) 配当等に相当する額です。

(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。

収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。

次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。

追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。

(配当等相当額) 配当等に相当する額です。

(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。

分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。

繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。
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日本ＳＲＩマザーファンド

○最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

株 式
組 入 比 率

株 式
先 物 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
（ベンチマーク） 期 中

騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
９期(2014年８月11日) 10,473 13.8 1,252.51 10.4 96.7 － 1,463

10期(2015年８月11日) 13,739 31.2 1,687.60 34.7 98.2 － 1,814

11期(2016年８月12日) 11,248 △18.1 1,323.22 △21.6 97.1 － 1,485

12期(2017年８月14日) 13,766 22.4 1,599.06 20.8 97.2 － 1,771

13期(2018年８月13日) 15,492 12.5 1,683.50 5.3 97.8 － 1,825

（注）基準価額は１万口当たり。

（注）株式先物比率＝買建比率－売建比率。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株 式

組 入 比 率
株 式
先 物 比 率騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率

(期　首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2017年８月14日 13,766 － 1,599.06 － 97.2 －

８月末 13,921 1.1 1,617.41 1.1 97.4 －

９月末 14,575 5.9 1,674.75 4.7 96.7 －

10月末 15,553 13.0 1,765.96 10.4 97.0 －

11月末 15,925 15.7 1,792.08 12.1 97.2 －

12月末 16,347 18.7 1,817.56 13.7 97.2 －

2018年１月末 16,545 20.2 1,836.71 14.9 97.2 －

２月末 16,121 17.1 1,768.24 10.6 97.2 －

３月末 15,892 15.4 1,716.30 7.3 96.4 －

４月末 16,461 19.6 1,777.23 11.1 96.5 －

５月末 16,398 19.1 1,747.45 9.3 96.5 －

６月末 16,239 18.0 1,730.89 8.2 96.4 －

７月末 16,223 17.8 1,753.29 9.6 97.1 －

(期　末)
2018年８月13日 15,492 12.5 1,683.50 5.3 97.8 －

（注）騰落率は期首比。

日本ＳＲＩマザーファンド

第13期　運用状況のご報告

決算日：2018年８月13日

当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針
わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とし、投資信託財産の成長を図ることを目標に積極的な
運用を行います。

主 要 投 資 対 象 わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。

投 資 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資は行いません。

マザーファンドの運用報告書につきましては、ベビーファンドの運用報告書と作成対象期間が異なる場合には、データ・コメント等に不一致が生じることがありますのでご了承ください。
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日本ＳＲＩマザーファンド

（注）ベンチマークは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。
（注）ベンチマークは、期首（2017年８月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。

（主なプラス要因）
・業種配分では、電気機器、精密機器、その他製品などが基準価額にプラスに寄与しました。
・個別銘柄では、島津製作所、丸井グループ、資生堂などが基準価額にプラスに寄与しました。

（主なマイナス要因）
・業種配分では、食料品、繊維製品、非鉄金属などが基準価額にマイナスに影響しました。
・個別銘柄では、東レ、ＤＯＷＡホールディングス、商船三井などが基準価額にマイナスに影響しまし
た。

運用経過
期中の基準価額等の推移 （2017年８月15日～2018年８月13日）

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000
（円）

2017/11 2018/２ 2018/５2017/８/14 2018/８/13

基準価額 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
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日本ＳＲＩマザーファンド

　国内株式市場は上昇基調で推移しました。期初から2018年１月にかけては、北朝鮮問題や米トランプ
大統領の政権運営を巡る混乱があったものの、グローバル景気の先行きに楽観的な見方が広がる中、企
業の好決算や業績見通しの上方修正などを好感し、ほぼ一貫して上昇基調を辿りました。２月に入ると、
米雇用統計をきっかけに米長期金利が急騰し、世界的な株安となったことに加え、トランプ政権が保護
貿易主義を強めたことなどから、３月にかけて下落しました。その後は、好調な米国経済や円安の進行、
地政学リスクの後退などを背景に下げ止まり、期末にかけてもみ合う展開となりました。

　企業の社会的責任（ＣＳＲ）に関する取り組みに優れ、株価が割安と判断される銘柄によりポート
フォリオを構築しました。ミッションである「夢・遊び・感動」の実現に向けたＣＳＲを展開し、テク
ノロジーの進化や新興国の成長によるＩＰ（アニメ、ゲーム、キャラクター等の知的財産）の価値の高
まりを背景に持続的な成長が期待されるバンダイナムコホールディングス、治療を必要とする人々に対
する高品質な医療機器の安定的供給を通じた中長期的成長が期待されるテルモ、コーポレート・ガバナ
ンスの強化に努め、市況変動の影響を抑制し安定的に成長する戦略に舵を切った商船三井などを新規に
組み入れました。一方、株価の割安度やポートフォリオ全体のリスクなどを考慮し、ソフトバンクグ
ループ、トヨタ自動車、カプコンなどを売却しました。

　当ファンドの基準価額の騰落率は、ベンチマークとしている東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率を
7.2％上回りました。この要因を分析すると、環境や安全に対する意識の高まりを背景に業績が予想を上
回る進捗を示していることに加え、少量の血液によりアルツハイマー病を判定する検査法を開発したと
の報道などが好感された島津製作所や、国内や中国における高級化粧品事業が好調であることや、しわ
を瞬時に隠す人工皮膚（セカンドスキン）など最先端技術が牽引し、今後の成長が期待される資生堂な
どがプラスに寄与しました。一方、新興国における環境規制強化を背景に環境リサイクル事業などを牽
引役とする成長が期待されるＤＯＷＡホールディングスや、環境対応自動車向け二次電池事業の伸長が
期待される東レなどは、マイナスに影響しました。

　当ファンドは運用指図に関する権限を「富国生命投資顧問株式会社」に委託しております。
　気候変動や水不足など地球環境問題が深刻化し、コンプライアンス違反による企業価値毀損が後を絶
たない中、世界的に環境・社会・ガバナンスなどの非財務情報に着目した投資が拡大しており、日本に
おいてもコーポレート・ガバナンスコードなどの導入・改訂がなされ、投資尺度として企業のＣＳＲに
関する評価がこれまで以上に重視されつつあります。
　当ファンドは、直接取材によるＣＳＲ評価と財務評価をベースに運用を行い、中長期的にベンチマー
クのＴＯＰＩＸを上回る収益獲得を目指します。具体的には、より良い社会の構築という観点から、Ｃ
ＳＲの取組みに優れ、社会的厚生を高めつつ企業価値向上が期待される銘柄で、株価が割安な銘柄に投
資します。保有銘柄につきましては、不祥事が発生した場合は、調査・再評価の上、売却を検討するほ
か、建設的な「目的を持った対話」（エンゲージメント）を通じて、投資先企業の企業価値向上を促す
ことにより、中長期的な投資リターンの向上を図ります。

※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。

投資環境 （2017年８月15日～2018年８月13日）

当ファンドのポートフォリオ （2017年８月15日～2018年８月13日）

当ファンドのベンチマークとの差異 （2017年８月15日～2018年８月13日）

今後の運用方針
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日本ＳＲＩマザーファンド

○１万口当たりの費用明細� （2017年８月15日～2018年８月13日）

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％

(a) 売 買 委 託 手 数 料 22 0.139 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） (22) (0.139)

(b) そ の 他 費 用 0 0.000 (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（そ の 他） ( 0) (0.000) その他は、金銭信託支払手数料

合 計 22 0.139

期中の平均基準価額は、15,850円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

○売買及び取引の状況� （2017年８月15日～2018年８月13日）

株式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国

内

千株 千円 千株 千円

上場 449 1,109,912 406 1,240,133
(△110) (　　　 －)

（注）金額は受渡代金。

（注）単位未満は切捨て。

（注）（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

○株式売買比率� （2017年８月15日～2018年８月13日）

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,350,045千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,969,933千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.19

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。
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日本ＳＲＩマザーファンド

○利害関係人との取引状況等� （2017年８月15日～2018年８月13日）

利害関係人との取引状況

区 分
買付額等

Ａ
売付額等

Ｃ
うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 1,109 47 4.2 1,240 97 7.8

売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額(A) 2,821千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額(B) 235千円

(B)／(A) 8.3％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証

券です。

○組入資産の明細� （2018年８月13日現在）

国内株式

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
建設業（1.0％）

大林組 24.7 17.8 18,262

食料品（4.1％）

明治ホールディングス 2.8 － －

アサヒグループホールディングス 6.3 8.1 39,471

キリンホールディングス － 12.8 32,870

味の素 12.5 － －

日本たばこ産業 9.5 － －

繊維製品（2.0％）

東レ 39.4 43.7 34,715

化学（10.4％）

積水化学工業 21.1 19.9 36,178

花王 7.1 4.1 32,861

ＤＩＣ － 8.8 32,868

資生堂 11.3 5.2 39,000

日東電工 3.9 － －

ニフコ 7 14.7 45,129

医薬品（4.5％）

協和発酵キリン － 18.4 37,591

参天製薬 20.2 － －

ペプチドリーム － 11 42,900

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ガラス・土石製品（2.1％）

住友大阪セメント 62 － －

ＴＯＴＯ 9.3 8.1 36,571

日本碍子 15.1 － －

鉄鋼（2.1％）

日立金属 － 31.8 38,128

非鉄金属（2.1％）

住友金属鉱山 15 － －

ＤＯＷＡホールディングス 48 11.6 37,120

住友電気工業 14.5 － －

機械（3.0％）

ディスコ 3.3 1 18,040

小松製作所 － 11.5 34,822

荏原製作所 8.5 － －

電気機器（9.7％）

日立製作所 26 82 59,909

日本電産 2.8 2.2 33,726

オムロン 10.3 3.3 16,087

ソニー 9 8.1 47,927

リオン 6.1 － －

シスメックス 4 － －
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日本ＳＲＩマザーファンド

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ローム 4.2 － －

浜松ホトニクス 3.3 3.6 15,588

輸送用機器（7.3％）

豊田自動織機 7.3 8.1 49,167

トヨタ自動車 7.3 － －

日野自動車 28.6 23.7 27,918

スズキ － 7.5 53,722

精密機器（7.0％）

テルモ － 8.9 50,196

島津製作所 27.8 22.2 69,930

マニー 9.2 1.1 5,197

その他製品（8.1％）

バンダイナムコホールディングス － 16.6 66,483

ヤマハ 5.7 9.9 49,500

ピジョン － 5.4 28,080

電気・ガス業（1.3％）

大阪瓦斯 58 10.9 23,140

陸運業（3.5％）

東京急行電鉄 23 24.4 42,822

日本通運 35 3 20,220

海運業（2.4％）

商船三井 － 15.5 43,105

情報・通信業（7.4％）

オービック 4.2 2.6 24,284

日本電信電話 10.9 13.6 69,781

ＮＴＴドコモ － 13 38,148

カプコン 9.8 － －

ＳＣＳＫ 5.4 － －

ソフトバンクグループ 6 － －

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
卸売業（5.5％）

伊藤忠商事 － 25.8 49,729

三菱商事 － 15.6 48,859

小売業（4.5％）

Ｊ．フロント　リテイリング 19.8 22.4 36,086

丸井グループ 22.9 19.1 44,770

銀行業（8.3％）

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 77.5 87.2 56,758

三井住友トラスト・ホールディングス 7.5 10.4 44,158

三井住友フィナンシャルグループ 13.1 11 47,080

保険業（1.8％）

ＳＯＭＰＯホールディングス 8.7 7.3 32,777

不動産業（1.9％）

三菱地所 － 18.6 32,922

サービス業（－％）

綜合警備保障 4.3 － －

合 計
株 数 ・ 金 額 799 731 1,784,606

銘 柄 数<比 率> 49 46 <97.8％>

（注）銘柄欄の（　）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の

比率。

（注）合計欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。

（注）評価額の単位未満は切捨て。

○投資信託財産の構成� （2018年８月13日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 1,784,606 97.8

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 40,881 2.2

投 資 信 託 財 産 総 額 1,825,487 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。
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日本ＳＲＩマザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2018年８月13日現在）

項 目 当 期 末

円

(A)�資産 1,825,487,415

コール・ローン等 38,925,155

株式(評価額) 1,784,606,060

未収配当金 1,956,200

(B)�負債 507

未払利息 45

その他未払費用 462

(C)�純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,825,486,908

元本 1,178,359,234

次期繰越損益金 647,127,674

(D)�受益権総口数 1,178,359,234口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,492円

（注）計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.5492円です。

（注）当ファンドの期首元本額は1,287,021,725円、期中追加設定

元本額は0円、期中一部解約元本額は108,662,491円です。

（注）当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、

以下の通りです。

日本ＳＲＩオープン（愛称　絆（きずな））

1,178,359,234円

○損益の状況� （2017年８月15日～2018年８月13日）

項 目 当 期

円

(A)�配当等収益 35,431,895

受取配当金 35,463,250

受取利息 153

その他収益金 172

支払利息 △　　 31,680

(B)�有価証券売買損益 193,367,455

売買益 295,400,523

売買損 △102,033,068

(C)�その他費用等 △　　　4,284

(D)�当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 228,795,066

(E)�前期繰越損益金 484,670,117

(F)�解約差損益金 △�66,337,509

(G)�計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 647,127,674

次期繰越損益金(Ｇ) 647,127,674

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換え

によるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の

際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

＜お知らせ＞
　該当事項はございません。
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